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診断時からの緩和ケア

　がん患者の多くは，治療や治療後
に不安を感じるのはもちろんであるが，
確定診断を受ける時期は，今後どうな
るのかわからないといった不確実さが
増し，気持ちの落ち込みや不安が強く
なる。がんを告知された直後は，絶望
的な気持ちになったり，病状を否認し
たり，現実感が伴わないことも多い 1。
その後，抑うつや不安となり，こういっ
た心の揺れは病名告知，再発や症状
進行など，ストレスイベントの度に起き，
心の変化が一般に考えられるよりも長
い場合に適応障害と診断される2。が
んと診断され治療を開始する際に，抑
うつや不安をできる限り軽減すること
は，がん患者にとっても心理的苦痛を
緩和する上で重要であると考えられ，
今後の治療や生活に備える大事な時
期として「診断時の緩和ケア」ががん
対策基本法により推進されている3。

がん患者の抑うつや不安に対する 
心理的支援

　デロガティスらの研究では，ランダム
に抽出した新規入院のがん患者のう
ち約半数が精神医学的な診断を受け，
その精神医学的症状のある患者の約
85％がうつ病または不安を伴う症状

を経験している4。また，日本におい
ても，がん患者はがんの診断から治
療，その後の経過観察のあらゆる段階
で，精神心理的な苦痛を経験しており，
精神心理的苦痛の中心は不安と抑う
つであり，うつ病はどの治療の段階で
も10%強の割合で診断される5。がん
患者の診断後のうつエピソードが重要
な予測因子となっており，できるだけ
早い心理的な支援の必要性が示唆さ
れている6。抑うつや不安に対する心
理的支援として，自律訓練法や筋弛
緩法，ヨガといったリラクセーションや，
認知行動療法や問題解決技法，感情
表出といった心理教育によるストレス
マネジメントが有用であると考えられ
る7。

動画を用いた心理教育の有効性

　さらに，短時間で比較的簡易なセル
フケアトレーニングとして，医療サービ
ス提供の格差や地理的な障害を最小
限に抑える方法としての動画を用い
た心理教育的介入が注目されている8。
筆者らは治療開始前の初発の乳がん
患者を対象に，ストレスマネジメントと
リラクセーションを含む心理教育を実
施した9。ストレスマネジメントのビデ
オでは，認知行動療法を参考に，問題
解決技法や気分転換，アサーション・

感情表出といった技法を紹介し，リラ
クセーションでは，筋弛緩法や呼吸法
を紹介した。心理教育を実施した１か
月後と3か月後の抑うつおよび不安が
低下し，介入群は統制群と比較して抑
うつおよび不安が低減していることが
示唆された。本研究では，治療が始ま
る前に，乳がん患者を対象に，心理的
苦痛の軽減を目的とした心理教育的
介入の有効性を明らかにした。治療
生活において早期にセルフマネジメン
トとして感情表出・アサーション，認知
再構成法，リラクセーション等を学び，
日常生活に取り入れることで，抑うつ
や不安が軽減したと推測される。

最後に

　がん罹患者の生存率は改善傾向に
あり，がん治療を経験した患者が増え
ていくことが予想され，疾病のさまざ
まな時期やさまざまな地域に向けた
適切な心理社会的支援の必要性は高
まっていくだろう。疾病を抱えた患者
や家族の全人的支援の充実に向けて，
医療の格差のある地域や患者に対し
て，多職種による包括な支援が広がる
ことが期待される。
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